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番号：

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

概要
（簡潔に
箇条書き
とする）

□１.軟弱地盤対策 ■５.その他

□２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

□４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（-81.1％）　番号： 1

2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　■3.増加（-25.0％）　番号： 2

3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

7.その他 □1.　（　　　　　　　　　　） 番号：

開発体制 □1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと

　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

□1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

■2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，○個別に対応する，など） 番号：

配慮事項
（県の地
域特性
等）

評価結果

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

新技術等
名称

STTG工法
収受受付年月日 2019/1/15

処理区分

新技術等
の区分

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他 1

積極活用技術

コンクリート構造物からの漏水の確実な止水工法

03-6371-3480

佐藤　亘 sttgkouhou@hb.tp1.jp

2

東京電力株式会社、東京電設サービス株式会社、三生化工株式会社、山柿工業株式会社、有限会社正和工業 

道路維持修繕工－トンネル補修 平成27年1月21日 KT-140103-A

石油樹脂・アクリル樹脂系高圧注入工法

-81.10%

-25%

東京電設サービス

03-6715-4396

03-6715-4395 

NETISへの
登録状況

工種区分 (レベル1，2まで記入) 登録年月日

新技術等
の効果

管路保全工事センター

佐藤　亘 satouw@tdsnet.jp

2(1)

問合せ先
（所在地
が県内or
県外を必
ず選択）

一般社団法人STTG工法協会 東京都大田区多摩川二丁目８番地１号

業務執行理事

A-19101

登録番号

開発年 2012

登録No.

新技術等
のＰＲ

1

5

本技術は、石油樹脂・アクリル樹脂系材料と親水性ウレタンプレポリマーを用いた新し
いコンクリート構造物を対象とした止水工法で、従来の同種材料と比較して、材料の硬
化時間が短縮され、多量漏水部の止水が可能となりました。また、材料は付着力、伸び
特性があり、変位に追従するとともに、耐久性に優れています。

東京都大田区多摩川二丁目８番地１号



ＳＴＴＧ工法 登録No.
□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他

（施工方法）

（施工単価等） 1(1)

（適用条件）

石油樹脂・アクリル樹脂系材料と親水性ウレタンプレポリマーをそれぞれ独立した系統の注
入装置で搬送し、直前に攪拌混合注入する。
①注入孔削孔
・漏水が発生しているひび割れ・目地等に対し、水みちと交差するようにφ10㎜程度の孔を
削孔する。
・概ね削孔間隔および削孔深さは、コンクリート厚さの２／３程度を標準とする。
・削孔時に発生した切粉は、エアーブロー又は水洗いにて念入りに除去する。
②注入用高圧パッカー取り付け
・削孔した孔に注入ピンを取り付け、回転により締め付ける。
③止水材注入
・取り付けた注入ピンにＳＴＴＧ用Ｙ字ノズルをセットし、主材（石油樹脂・アクリル樹脂
系材料）と硬化促進剤（親水性
　ウレタンプレポリマー）を別々の系統でポンプ圧送し、ＳＴＴＧ用Ｙ字ノズル先端で撹拌
混合しながら注入する。
・主材に対し、硬化促進剤の配合率（重量比）が５％～１０％の範囲で混合できるよう、予
め硬化促進剤側の注入ポンプの注入圧を調整する。
・冬季の施工は主材の石油樹脂・アクリル樹脂系材料の温度が２０℃を下回らないよう、
ウォーマー等で加温する。
・注入は施工範囲の端部の注入ピンから開始し、材料のオーバーフローの状況を確認しなが
ら行う。
④注入孔復旧
・注入ピンを切断し、モルタルにより削孔箇所を復旧する。

■1(1).歩掛あり（標準）　□1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし

価格は、従来の石油樹脂・アクリル樹脂系高圧注入工法と比較した場合に、STTG工法は割高
となります。しかし、漏水が多い箇所での施工は可能となります。

【施工単価等】
　　　｟設計条件｠　◇施工規模　：連続する100ｍの直接工事費　　◇躯体厚：300㎜
　　　　　　　　　　◇ひび割れ幅：1.0㎜　　◇労務費等の単価：自社単価、工法協会歩掛
 　　　　　　　　　◇従来工法：石油樹脂・アクリル樹脂系高圧注入工法
　[直接工事費]

①自然条件
注入材が凍結しないことが必要なため、冬季の施工は材料温度が２０℃以上となるよう管理
が必要。
②現場条件
作業員が立ち入り可能であり、高所作業等は注入機材の持ち込みが可能な場所。
③技術提供可能地域
制限なし。
④関係法令等
特になし。

A-2
新技術等　申請資料（２／５）

新技術等名称 A-19101

1.特徴の説明;
1)材料の硬化時間を、従来工法より大幅に短縮したことにより、多量の漏水がある箇所への
止水工が可能
　・従来工法では、材料の硬化に2時間～4時間を要しており、漏水している場合には注入材
が希釈され、固形化できずに流れてしまい施工ができませんでした。STTG工法では、材料の
硬化時間を5分～20分に短縮したことにより、確実な止水施工が可能となりました。
　・STTG材料では引張強度、伸び性能、コンクリートとの付着に優れた特性を有していま
す。また、材料の伸びは、200％以上と大きく、地震時、温度変化等の構造物の挙動にも追随
可能となりました。



登録No. A-19101

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）

実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　5300162　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1

特許番号 5300162

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

新案番号

制度名、番号 制度名、番号

その他の 東京都建設局新技術登録

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成28年11月11日

証明機関 証明機関

東京都建設局

証明範囲 証明範囲

STTG工法

新技術等名称 STTG工法

A-3

新技術等　申請資料（３／５）

千葉県新技術登録

平成29年4月

千葉県新技術登録

STTG工法

設計に当たっては注入孔の削孔間隔、削孔深さ等は個別に検討する必要があります。
寒冷時は石油樹脂・アクリル樹脂系材料の温度が20℃を下回らないよう、ウォーマー等を用
いた加温が必要となります。

漏水に含まれる油分によるコンクリートとの付着性の低下などの注入個所の環境条件に伴う
適用範囲の確認が必要な部分がある。

・注入環境下で温度が低い場合の効果材料の特性について凍結融解試験機を用いた、凍結融
解サイクルと引張強度および付着強度試験結果を実施した。
・塩分を含む水による材料に対してゲルタイムなどの特性を把握する試験を実施した。

・注入環境下で温度が低い場合の効果材料の特性について凍結融解試験機を用いた、凍結融
解サイクルと引張強度および付着強度試験結結果
・塩分を含む水による材料に対してゲルタイムなどの特性を把握する試験結果

歩掛かりについては、「STTG工法標準施工品質マニュアル(一般社団法人STTG工法協会)」に
標準を掲載

STTG工法の施工管理基準資料については、「STTG工法標準施工品質マニュアル(一般社団法人
STTG工法協会)」がある。



A-4

登録No. A-19101

実績件数　   県内現場数→ 1 件　　　　　　　　　　　　　　　県外現場数→ 190

施
工
実
績

発　注　者 工　期
工　事　名

及び
路河川等名称

工事請負者

県霞ヶ浦常南流域下水
道　利根浄化センター

2017/2/1～
2017/3/15

管廊耐震補強工事 中央商事、山柿工
業

東京電力ホールディン
グパワー株式会社

平成28年11月8日
～平成29年2月28
日

扇町洞道漏水補修工事 東京電設サービス
㈱

中部電力株式会社 平成29年2月8日
～平成29年3月31
日

大曾根洞道ほか亀裂漏水補修工
事

奥田工業㈱

埼玉県中川下水道事
務所

平成27年10月～
平成28年3月

中川処理場管廊漏水対策工事 ナガヤス工業㈱

その他 187件

新技術等　申請資料（４／５）　施工実績

新技術等名称 STTG工法

実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も件数についてはこの表に記入すること。

県
外

県
内



（2）試験結果

A-5

新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 ＳＴＴＧ工法 登録No.A-19101

止水材の主材と硬化促進剤 硬化促進剤の混合率と引張強度

材料の付着強度と引張強度との関係 材料の要求性能と試験結果一覧

硬化促進剤の混合率と伸び性能 硬化促進剤の混合率とゲルタイム



（3)施工状況

STTG工法の注入計画図 STTG工法の注入写真

STTG工法の施工概要 STTG工法の注入ポンプ

A-5

新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 ＳＴＴＧ工法 登録No.A-19101



ダム堤体の漏水止水状況 地下駐車場の漏水状況

新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 STTG工法 登録No.A-19101

A-5

工場内ピット部の漏水状況 下水処理場　管廊部の漏水状況

地中洞道の漏水状況 ダム監査廊の漏水状況



ST 様式B

当り) 円 円 円

経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

当り) 日 日 日

工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

20.00 20.00 0.00

短縮日数  従来技術の施工日数
0.00 20.00 0

工
程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日数を
比較する。

従来技術 新技術 短縮日数
施工日数（ 100m2当たり20日

新技術 コスト差
0

コスト差  従来技術コスト
0 0 #DIV/0!

コスト　( 100m2当たり20日

・耐久性は向上するか 材料の要求性能

活用の効果　評価表

新技術名 STTG工法 従来技術名 石油樹脂・アクリル樹脂系高圧注入工法

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。

従来技術

2

品
質
・
出
来
形

調査内容 評価 理由

・品質は向上するか 材料の要求性能

・出来形・精度は向上するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

安
全
性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少）

・危険物等の取り扱いが減少するか

0

施
工
性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか

・仮設工が減少するか

・作業員の負担が減少するか

・産業廃棄物の発生量は減少するか

0

・熟練度に依存した作業が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか

・省エネルギー・省資源化が向上するか

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

経
済
性

調
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

0

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか



様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （100m当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

トンネル世話役 40 人 31,600 1,264,000

防水工 40 人 28,000 1,120,000

普通作業員 80 人 19,100 1,528,000

小計 3,912,000

注入用ピン （漏水補修止水用） 500 本 900 450,000

2ショットノズル チャックノズル 40 本 950 38,000

2ショットノズル ミキシング 500 本 300 150,000

潤滑油 ＳＴＴＧ用 40 ℓ 1,970 78,800

硬化促進剤 αゾルSTTG専用硬化促進剤 40 ｋｇ 7,700 308,000

止水注入用ウレタン樹脂 ハイセルＯＨ１Ｘ 40 ｋｇ 1,970 78,800

石油樹脂アクリル系止水材 αゾルSTTG 12 ｋｇ 2,380 28,560

小計 1,132,160

電動式ドリル 20 台 2,000 40,000

注入ポンプ 40 台 7,500 300,000

Ｙ字注入装置 20 台 3,000 60,000

ドリルビット Φ１０ｍｍ 40 本 1,000 40,000

撹拌機 20 台 2,000 40,000

小計 480,000

合計 5,524,160     55,242         

○従来技術の内訳（直接工事費） （100m当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

-             

トンネル世話役 30 人 31,600 948,000

防水工 30 人 28,000 840,000

普通作業員 30 人 19,100 573,000

小計 2,361,000

注入用ピン （漏水補修止水用） 500 本 900 450,000

硬化促進剤 αゾルＧ専用硬化促進剤 2.5 ｋｇ 1,970 4,925

石油樹脂アクリル系止水材 αゾルＧ 50 ｋｇ 2,380 119,000

小計 573,925

電動式ドリル 8 台 2,000 16,000

注入ポンプ 8 台 7,500 60,000

Ｙ字注入装置 8 台 3,000 24,000

ドリルビット Φ１０ｍｍ 8 本 1,000 8,000

撹拌機 8 台 2,000 16,000

小計 124,000

合計 3,058,925     30,589         

STTG工法

石油樹脂・アクリル樹脂系高圧注入工法

・対象構造物：　開削洞道
・止水延長 100m当り



2018年3月末現在

件数 工事場所 発注者 施工数量
（ひび割れ延長ｍ）

備考

167 地中送電洞道・変電所・発電所など 東京電力株式会社 9,247.0

1 電力洞道 中部電力株式会社 69.0

6 下水道設備 下水道事業者 1,636.0

2 首都高速設備 首都高速道路 29.2

4 共同溝・建物 地方自治体（東京都・多摩市等） 42.0

2 ＮＴＴ設備 ＮＴＴ 9.0

2 鉄道関係設備 鉄道事業者 67.0

6 その他 民間企業 233.0

190 11,332.2

ＳＴＴＧ工法における漏水補修実績一覧

施工実績　合計

電力洞道 側壁大量漏水部 水力発電所ダム 堤体部

下水処理場内 天井部 下水処理場 管廊部

工場内ピット部 地下鉄トンネル


